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降積雪期における雪崩等山地災害の未然防止について

これから本格的な降積雪期を迎えるに当たり、積雪に伴う雪崩等山地災害の発
生が懸念されるところです。

降積雪期における防災態勢の強化については、これまでもなだれ危険箇所の点
検・周知、災害発生時の応急対応等について御尽力いただいているところですが、
今般、中央防災会議会長から農林水産大臣宛てに、別添のとおり「降積雪期にお
ける防災態勢の強化等について」の通知があったことから、貴殿におかれては、
人命の保護を第一として降積雪期における山地災害の未然防止を図るべく、下記
の事項について一層万全を期すようお願いします。

なお、新型コロナウイルス感染症対策が重要となっている現下の状況に鑑み、
対応に当たっては、新型コロナウイルス感染防止策を講じるようお願いします。

記

１ なだれ危険箇所等の周知及び警戒巡視・点検等について
なだれ危険箇所等の雪崩等山地災害発生のおそれのある箇所については、関

係機関との緊密な連携の下、なだれ注意報、融雪注意報等の気象情報に十分注
意しながら警戒巡視・点検を実施するとともに、地域住民、観光施設（例えば
スキー場）等の利用者等に対しこれら危険箇所等の周知を行うなど、適切な措
置を講ずることとする。その際には、高齢者、障害者等の要配慮者に配慮した
対応に努めることとする。

また、災害履歴があるなど、特に災害発生のおそれの高い箇所については、
降雪量の状況等を的確に把握し、必要に応じて関係機関に情報提供するなど、
適切な対応に努めることとする。

２ 雪崩等山地災害発生時の応急対応について
雪崩等山地災害が発生し、又は災害発生の兆候が顕著な場合には、関係機関

との緊密な連携の下、作業の安全を確保しながら適切な応急対策の措置を講ず
るとともに、雪崩等に伴う山腹及び林道の崩壊等の被害が発生した場合には、
その早期復旧に向け、災害復旧等関係事業により適切な対応に努めることと
する。

３ 災害が発生した場合の迅速な被害報告について
雪崩等山地災害が発生した場合は、関係機関とも十分連携し、迅速に被害

状況等を把握の上、その内容を報告することとする。
特に、人命、人家、公共施設等に関わる重大な災害が発生した時には、緊

急連絡体制に基づき、速やかな連絡を行うこととする。
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